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台
湾
到
着

東
海
大
学
機
友
会
同
窓
会
が
海
外
で
初
め
て
実

現
し
た
。

機
友
会
台
湾
支
部
同
窓
会
が
発
足
し
た

た
め
で
あ
る
。

伊
藤
機
友
会
会
長
及
び
理
事
等
の
十

五
人
に
て
、

平
成
九
年

一
二
月
五
日
午
前
中
に
羽

田
を
出
発
し
、

ク
方
に
は
台
湾
高
雄
空
港
に
降
り

立
っ
た
。

到
着
ゲ
ー
ト
に
て
陳
敦
化
台
湾
支
部
長
達

に
よ
っ
て
横
断
幕

「勘
迎
東
海
大
寧
機
友
会
極
臨

高
雄
」
を
掲
げ
て
の
盛
大
な
出
迎
え
を
受
け
た
。

台
湾
支
部
長

台
湾
支
部
長
の
陳
さ
ん
は
、

東
海
大
学
機
械
工

学
科
を
昭
和
四
二
年
度
卒
。

台
湾
に
て
紀
光
公
司

な
る
機
械
関
係
の
貿
易
会
社
を
設
立
し
て
現
在
は

社
長
。

最
近
、

機
友
会
会
報
二
十
号
に
投
稿
を
項

い
た
り
、

平
成
八
年
の
機
友
会
同
窓
会
懇
親
会
に

も
出
席
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
事
情
か
ら
台
湾
に
機

友
会
の
支
部
を
設
立
し
よ
う
と
言
う
こ
と
で
理
事
会

に
て
決
定
。

早
速
、

陳
さ
ん
と
綿
密
な
打
合
せ
の
も

と
に
台
湾
支
部
同
窓
会
が
発
足
し
、

今
回
が
第

一

回
日
と
な
る
。

謝
謝
の
同
窓
会

到
着
後
バ
ス
に
て
移
動
し
、

陳
さ
ん
紹
介
の
台
湾

最
大
の
造
船
企
業

「中
国
造
船
股
の
有
限
公
司
高

雄
工
場
」
を
見
学
し
た
。

そ
の
夜
、

機
友
会
台
湾
支

部
同
窓
会
が
開
催
さ
れ

（陳
さ
ん
ご
夫
妻
主
催
の
ク

食
を
兼
ね
た
怒
親
会
）
、

陳
さ
ん
よ
吹

支
部
同
窓

会
が
台
湾
高
雄
の
地
で
の
開
催
を
心
か
ら
感
激
し
て

い
る
と
挨
拶
、

伊
藤
会
長
か
ら
支
部
同
窓
会
の
発
足

の
祝
い
の
挨
拶
、

河
西
前
会
長
、

飯
島
理
事
等
の
挨

拶
及
び
各
理
事
の
挨
拶
・紹
介
等
で
瞬
く
間
に
盛
り

あ
が
っ
た
。

特
に
台
湾
の
仕
来
り
で
は
酒
宴
の
席
で
一

人
で
飲
ん
で
は
い
け
な
喰

飲
む
と
き
に
、

相
手
を
見

な
が
ら
、

酒
器
を
掲
げ
つ
つ
「謝
謝

↑
ン
ェ
ンヽ
こ
」
と
い

っ
て
全
部
飲
み
干
し
、

最
後
に
飲
み
切
っ
た
証
に
酒

器
を
傾
け
て
相
手
に
見
せ
る
こ
と
。

こ
れ
に
は
酒
の

弱
い
私
は
閉
日
し
た
。

宴
で
は
陳
さ
ん

一
人
番
の
島

倉
千
代
子
節
を
披
露
さ
れ
拍
手
喝
采
だ
っ
た
。

真
夏
の
公
園
散
策

翌

一
二
月
六
日
は
、

朝
か
ら
台
湾
最
高
端
の
「墾

丁
公
国
」
の
散
策
に
出
か
け
た
。

ア」こ
は

一
二
月
が

一
番
良
い
季
節
で
、

特
に
気
温
は
二
〇
度
前
後
で
、

広
大
な
野
鳥
の
楽
周
で
あ
る
と
の
陳
さ
ん
の
説
明
。

高
雄
か
ら
陳
さ
ん
ご
夫
妻
達
の
案
内
で
墾
丁
公
園
ま

で
は
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
約
二
時
間
。

若
い
て
み
る
と
、

気
温
二
九
度
の
真
夏
だ
っ
た
。

南
国
特
有
の
花
が
咲

き
乱
れ
、

鳥
の
声
も
問
え
る
。

二
、

四
キ
ロ
歩
い
て
、

中国造船月剣分有限公司ロビーにて

台
湾
最
高
端
の
半
島
が
見
え
る
と
い
つ
高
台
の
見
晴

ら
し
台
に
着
い
た
。

ア」ア」か
ら
は
大
平
洋
と
台
湾
海

峡
が

一
望
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
も
の
を
目
を
こ
ら
し

て
見
た
。

波
し
ぶ
き
だ
。

こ
れ
は
半
島
寄
り
の
青
い

海
の
中
に
数
秒
白
く
二
日
月
状
に
出
て
は
消
え
た
。

遠
く
か
ら
で
は
見
え
に
く
か
っ
た
が
、

こ
れ
が
太
平
洋

と
台
湾
海
峡
と
が
ぶ
つ
か
っ
て
出
来
る

「波
し
ぶ
き
」

と
い
つ
地
球
物
理
現
象
だ
。

日
本
の
鳴
門
海
峡
の
親

方
と
い
っ
た
所
で
、

面
白
さ
は
格
別
。

二
日
目
の
夜

そ
の
夜
、

今
度
は
機
友
会
主
催
の
海
鮮
料
理
に

よ
る
夕
食
会
が
開
か
れ
た
。

一
一日
目
と
も
な
吹

話

す
内
容
も
、

よ
り
親
密
度
も
増
し
、

台
湾
仕
来
り

の
「謝
謝
」
飲
み
も
す
っ
か
り
板
に
つ
い
た
。

つ
い
に
は

全
員
カ
ラ
オ
ケ
、

い
や
全
員
で
の
歌
合
唱
と
な
っ
た
。

東
海
大
学
の
建
学
の
歌
も
大
声
で
合
唱
し
た
。

す
っ

か
り
陳
さ
ん
達
と
台
湾
支
部
同
窓
会
で
の
一
体
感

を
満
喫
し
、

マ
日
に
帰
国
し
た
。

陳
台
湾
支
部
長

に
は
台
湾
滞
在
中
は
大
変
に
お
世
話
に
な
り
感
謝

致
し
ま
す
）

今
後
の
機
友
会
台
湾
支
部
と
の
交
流
が

楽
し
み
で
丸

（記
　
機
友
会
理
事
　
岩
堀
邦
男
）

窯 水と空気と環境の明日を考える…

荏原例レープ麗チ翻玖轟轡饗範
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毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「機
友
会
懇
親
会
」

が
建
学
祭
期
間
中
の
平
成
九
年

一
一
月
二
日

湘
南
校
舎

「
松
前
会
館
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ご

来
賓

と
し
て
同
窓
会
会

長
櫻
井
次
郎

様

、

同

窓
会

事

務

局

長

星

野
尚

文

様

、
東
京

支
部

よ
り
増
澤
康
雄
様

又
、

多
数
の
教
職
員

の
先
生

方
を

お
招

き
し
て
総
勢

八
十
名
に
て
和
や
か
に

開
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず

平

成

一
〇
年

四
月

よ
り
機

友
会

会

長

に
就
任
さ
れ
た
伊
藤
和
義
奎

九
六
五
年
度
卒
）

新
会
長
か
ら
、

ご
来
賓

・教
職
員
の
先
生
方
及
び

会
員
の
方

々
に
ご
参
集
の
お
礼

、
そ
し
て
河
西
前

会
長
が
築
か
れ
た
実
績
を
更
に
多
方
面
に

『和
』

を
も
っ
て
積
極
的
に
広
げ
て
ゆ
き
た
い
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
学
科
を
代
表
さ
れ
ま
し
て
主
任
教
授
林

守
仁
先
生
よ
Ｌ

新
し
く
導
入
さ
れ
た

冒
メ
ス

タ
ー

制
度
』
の
仕
組
み
長

同
日
催
さ
れ
て
い
る

デ
ー
プ
ン
キ
ャ
ラ糸
ス
」
に
於
い
て
動
力
機
械
工
学

科
は
非
常
に
人
気
が
良
く
将
来
に
期
待
が
出
来

る
事
、

又
機
友
会
活
動
が
他
学
科
よ
り
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
と
お
菱
め
像

」祝
辞
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。

引
続
き
、

ご
来
賓
を
代
表
さ
れ
ま
し
て
同
窓

会
会
長
櫻
井
次
郎
様
よ
り
同
窓
会
活
動
を
よ

り
盛
り
上
げ
る
為
に
各
学
科
同
窓
会
に
卒
業
生

数
と
活
動
評
価
と
に
応
じ
た
支
援
を
近
々
に
具

体
化
す
る
と
の
朗
報
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

フ」の

後
岡
田
隆
夫

（
一
九
六
四
年
度
卒
）
顧
間
の
指

揮
で

「東
海
大
学
校
歌
」
斎
唱
を
行
い
ま
し
た
。

『
乾
杯
』
の
音
頭
は
河
西
正
彦
顧
間

（
一
九
六

六
年
度
卒
）
に
て
行
わ
れ
、

和
や
か
な
歓
談
へ
と

進
行
さ
れ
た
後
、

お
子
様
に

『超
人
気
』
の
ビ
ン

ゴ
ー
ゲ
ー
ム
は
小
杉
伸

一
（
一
九
七
五
年
度
卒
）

の
名
司
会
に
て
大
変
盛
り
上
が
り
、　

一
人
で
三

個
も
景
品
を
抱
き
か
か
え
た
満
足
そ
う
な
笑
顔

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

き
っ
と
来
年
も
参
加

し
て
下
さ
る
事
と
期
待
し
て
お
り
ま
え

こ
の
懇
親
会
も
早
十

一
回
目
と
な
り
過
去
に

参
加
さ
れ
た
お
子
様
達
が
東
海
大
学
に
進
学
さ

れ
る

事
」縁
」
も
出
て
く
る
な
ど
、

歳
月
を
重
ね

た
事
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

懇
親
会
は
会
報

（年

二
回
発
行
）
と
異
な
り
、

参
加
者
の

『
相
互

情
報
』
交
流
の
場
で
あ
り
、

参
加
者
も
①
各
界

（同
窓
会

・学
科

・卒
業
生
・在

校
生
）
②
地
域

（日
本
各
地
　
全
世
界
）
③
年
令

（大
人
か
ら

子
供
ま
で
）
④
性
別
等
々
の
制
限
が
無
い
為
に

「和
や
か
歪

「楽
し
い
」
と
自
負
し
て
お
り
ま
互

い

平
成

一
〇
年

二
月

十
二
日
に
工
学
部
動
力

機
械
工
学
科
、

そ
し
て

王
ハ
日
に
第

二
工
学
部

機
械
工
学
科
の
卒
業
研
究
発
表
会
が
湘
南
校

合
及
び
代
々
木
校
合
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

動
力
機
械
工
学
科
で
は
、

従
来
の
各
研
究
室

で
の
研
究
成
果
の
発
表
と
供
に
新
た
な
試
み
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は

「開
発
コ
ー

と

の

デ

ッ
ト
ロ
ッ
ド
カ
ー

の
設
計
」
、

「Ｆ
ｌ
ンヽ
ャ
ー
ンヽ
の
設
計
」
、

「Ｆ
ｌ
エ
ン

ジ
ン
の
設
計
」
に
つ
い
て
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

レ
ー
シ
ン
グ
ど
フ
イ
バ
ー
の
鈴
木
利
男
氏
を
は
じ
め

自
動
車
雑
誌
の
編
集
者
、

企
業
の
設
計
担
当
者

ら
が
出
席
し
た
こ
と
で
す
”
会
場
に
は
三
年
生
達

鶴

ニ

ア

オ

ン

ス

ズ

て

ニ

ネ

ス

て

だ

．
是
非

一
度
皆
様

漂
」
家
族
に
て
ご
参
加
」
を

お

待
ち
申

し
上
げ
ま
え

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今

回
も
大
学

及
び
同

窓
会
か
ら
お
祝
い
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

′」
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（記
　
機
友
会
理
事
　
内
山
　
皓
）

コメンテーターのレーシングドラη ミー鈴木利男氏
(写真提供 東海大学新聞)

も
詰
め
か
け
プ
ロ
の
質
問
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま

し
た
。

発
表
会
終
了
後
に
卒
業
生
全
員
に
よ
る
謝
恩

会
が
第

一
ホ
テ
ル
海
老
名
に
て
盛
大
に
催
さ
れ
ま

し
た
。

機
友
会
は
ア」の
場
を
お
借
り
し
て
、

学
科
へ
平

成

一
〇
年
度
研
究
補
助
金
を
伊
藤
会
長
よ
り

林
主
任
教
授
へ
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、

第
二
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
研
発
表

会
の
記
念
撮
影
写
真
は
卒
業
式
の
日
に
機
友
会

よ
り
卒
業
生
の
皆
様
に
贈
呈
さ
れ
ま
沈

ま
た
、

謝
恩
会
は
卒
業
式
の
後
に
開
催
さ
れ

る
予
定
で
克

（記
　
機
友
会
理
事
　
大
矢
　
暁
）

第二工学部機械工学科卒研発表会の記念写真

新日軽が息づく。

都市景観の輝きのなかに、

一
ロ

新 日 軽 株 :式会 社 本社/東京都江東区木塀 723〒 135‐85]l広告宣伝室603(3820)2245
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我
が
社
の
Ｍ
Ｂ

（三
卓
一↑一ｏ
Ｆ
∞
ギ
∽一や
２
Ｃ

部
門
に

お
い
て
、

ア
セ
ア
ン
諸
国
の
夕
「
ラ
ン
ド
で
自
動
車
の
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
と
ボ
一々

―
の
間
の
ン
ー
リ
ン
グ
剤
を
生

産
す
る
事
が
、

九
六
年
六
月
に
日
本
工
業
新
聞
社

等
に
て
発
表
さ
れ
一
九
七
年
人
月
よ
り
生
産
開
始

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
向
け
て
、

九
七
年
の
二
月
か
ら
人

月
の
間
、

イ
イ
ラ
ン
ド
の
現
地
・工

場
で
の
生
活
が
始

ま
っ
た
。

ま
ず

最
初
の
一一ケ
月
間
、

日
本
人
は
私

を
含
め
て
二
人
だ
け
で
、

日
本
か
ら
輸
出
し
た
設
備

の
税
関
手
続
き
・設

備
の
搬
人
・据
え
付
け
・配

管
・配

線
工
事
を
全
て
行
っ
た
。

当
然
、

業
者
は
全
て
現
地

で
探
し
、

運
搬
お
よ
び
施
工
を
行
っ
た
。

ま
た
、

現

地
・合

弁
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
も
協
力
し
て
く
れ
た
が
何

せ
考
え
方
が
合
わ
な
い
の
で
、

仕
事
に
関
し
て
は
よ
く

討
論
・喧

嘩
を
し
た
。

ア」の
時
に
身
に
つ
い
た
の
が
、

「相
手
を
ど
う
や
っ
て
説
得
す
る
か
」
と
い
う
折
衝
技

術
で
あ
る
。

海
外
で
苦
労
し
た
点
と
い
る
は
、

言
『葉
も
そ
う
で

記念写真、Tholonderと 」oponese(1997年 )

あ
る
が
も
っ
と
大
変
な
の
は
、

実
は
文
化
・風
俗
の
違

い
で
あ
っ
た
。

な
る
べ
く
彼
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

が
無
理
な
物
は
無
理
。

た
だ
し
、

私
も
譲
れ
る
最
低

の
ラ
イ
ン
は
心
に
し
っ
か
り
と
引
い
て
毎
日
毎
日
ト
ラ

イ
を
し
た
。

で
も
、

つ
ま
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
、

日
本
瓜
に
仕
事
の
後
、

屋
台
へ
皆
で
酒
を
飲
み

に
行
き
、

英
語
と
夕
「
語
と
日
本
語
の
チ
ャ
ン
ポ
ン
で

会
話
を
し
て
コ
トヽ
ュヽ
こ
イ
‐ヽ
ン
ョ
ン
を
図
っ
た
事
も
あ
る
。

屋
台
は
当
時
で
五
人
で
行
っ
て
千
円
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た

（当
た
り
前
だ
が

全
部
私
が
払
・乳

タ
イ
人
に
と
っ
て

高
額
で
あ
る
）
。

最
後
に
、

私
の
仕
事
は
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
で
あ
る
が

日
本
か
ら
持
参
し
た
の
は
、

『設
計
便
覧
』
だ
け
で
あ

る
。

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
世
界
ど
こ
で
も
設
計
で
き
る

事
を
海
外
で
実
践
・立

証
し
て
き
た
。

動
力
機
械
の

学
生
さ
ん
も
卒
業
す
る
と
私
の
百
葉
が
身
に
し
み
て

判
る
と
思
い
ま
丸

（
一
九
九
二
年
度
大
学
院
修
了
）

昨
年
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
タ
ス
了
ア
に
世
界
最
大
の

Ｍ
Ｄ
Ｆ

⌒煮
登
ご
喜

じ
雪
４
マ

ロ
訂
じ

丁
場
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

我
が
社
が
受
注
し
た
の
は
、

一
〓
℃

甲
一
将
【や」
ｏ
ｏ
マ
∽奇①
ヨ
と
い
い
、

工
場
の
最
上
流
工
程

に
当
た
る
設
備
の
設
計
、

製
作
、

据
付
一ぐ
し
た
。

日
本
か
ら
輸
出
し
た
機
器
も
あ
り
ま
し
た
が
、

税
金

の
関
係
も
あ
生

主
要
機
器
以
外
は
全
て
現
地
の
業
者

で
製
作
し
ま
し
た
。

一
ゴ
一一
『
る
電

主ヽ
呂

探
ヽ
①
ヨ

を
簡
単
に
説
明
す

る
と
、

何
種
類
か
の
木
材
チ
ッ
プ
の
原
料
を
受
け
入
れ

て
、

一
時
保
管
し
、

と
は
い
っ
て
も
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル

以
上
保
管
で
き
る
、

し
か
も
別
々
に
保
管
し
て
あ
る
異

種
材
を
任
意
の
割
合
で
混
合
し
、

ス
ク
リ
ー
ラ

グ
し
てスクリー玖 コンペア設備 (1997年)

50トン式トラックダンパー (1997年)

選
別
し
た
良
い
材
料
の
み
を
後
工
程
へ
送
る
と
い
つ
も

の
で
す
。

こ
れ
ら
の
機
器
は
中
央
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
室
よ
り

全
て
自
動
制
御
さ
れ
て
い
ま
互

現
地
の
業
者
を
使
っ
て
製
作
、

据
付
し
た
わ
け
で
す

が
、

現
地
の
人
は
休
日
や
余
暇
を
大
切
に
す
る
の
で
、

よ
ほ
ど
事
前
に
言
っ
て
お
か
な
い
と
残
業
や
休
日
出
勤

は
し
ま
せ
ん
。

日
本
的
に
納
期
短
縮
の
た
め
残
業
、

休

出
と
い
つ
考
え
は
あ
ま
り
無
い
よ
う
で
困
っ
た
事
が
何
度

か
あ
り
ま
し
た
。

タ
ス
了
ア
も
そ
う
で
し
た
奈

基
本
的
に

一
つ
の
現
場

は

一
人
に
任
さ
れ
ま
え

大
変
で
す
が

そ
の
分
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
丸

現
場
で
は
当
然
で
す
が

物
が
形
に
な
っ
て
見
え
ま
え

自
分
で
設
計
し
た
物
に
対

し
て
も
、

次
は
こ
こ
を
も
っ
と
合
理
的
に
し
た
い
と
か
、

図
面
で
表
わ
し
き
れ
な
か
っ
た
部
分
が
は
っ
き
り
と
見
え

た
り
と
カミ

新
し
い
発
見
の
連
続
で
互

四
年
前
に
今
の

会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
は
、

自
動
車
の
設

計
を
し
て
い
ま
し
た
。

業
種
は
違
い
ま
す
が

自
分
で
設

計
し
た
物
が
実
物
と
な
り
存
在
す
る
。

こ
れ
は
、

技
術

者
と
し
て

一
番
誇
れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ま
つ
４

（
一
九
八
五
年
度
卒
業
）

東芝特約店(金属
・
新素材)金属材料・新素材・金属CVD装置半導体用ガス・各種設備1設i十

・胸I)の専「]商社

舎 ウエ神 ィポレーション
本社勤務 水 口 直 (S47年修士卒)

本 社  〒 146-0085 東 京都大田区久が原5丁 目33香 10号             本 社勤務 日 向野保雄(S52年卒)
TttL(03)3753-221l FA× (03)3753-7117          本 社勤務 t澤 浩史(H6年卒)

支 店 :東北・関東・関西中部 。九州 営 業所 :仙台・埼玉・名古屋。大阪・北九州。大分  本 社勤務 タト谷浩一(H8年卒)
出張所 :北上 新潟・四国市 事 業所 t泉 夕臣路 Jヒ九州。大分 」ヽ向 堀川町 横浜    本 社勤務 中台武志(H9年卒)
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今
回
の
訪
問
先
企
業
は
、

日
設
エ
ス
と
ア
リ
ン
グ

株
式
〈ム社
で
丸

同
社
は
、

日
本
で
も
有
数
の
複
合
エ
ス
Ｙ
ア
リ
ン

グ
会
社
で
、

東
京
の
新
都
心
で
あ
る
西
新
宿
に
本
社

を
置
き
、

全
国
に
支
店
網
を
展
開
す
る
躍
進
中
の

企
業
で
す
。

当
日
は
石
橋
先
生
、

伊
藤
会
長
、

関
理
事
、

増

澤
理
事
、

大
矢
理
事
、

私

（石
井
）
の
六
名
で
伺
い

ま
し
た
の
で
、

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
え

当
日
は
同
社
の
応
接
室
に
て
￥
野
副
社
長
を
は

じ
め
浅
見
次
長
、

星
野
支
店
長
代
理
、

清
原
人
事

部
長
、

営
業
の
菊
池
さ
ん
、

鴨
田
支
店
長

（機
友
会

理
事
）
が
ご
多
忙
の
中
を
ご
対
応
い
た
だ
き
会
談
が

始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、

伊
藤
会
長
よ
り
日
頃
の
機
友
会
に
対
す

る
日
設
エ
ネ
Ｙ
一ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
ご
支
援
と
平

野
副
社
長
像

」支
援
に
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し本社ロビーにて

た
。

続
い
て
平
野
副
社
長
か
ら
会
社
概
要
の
説
明
の

前
に
会
社
内
を
見
学
さ
れ
て
は
、

と
の
ご
提
案
を
い

た
だ
き
早
速
本
社
内
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

本
社
内
部
は
パ
ー
十一えイ
ン
ョ
ン
で
各
部
署
に
区
切

ら
れ
て
、

設
計
事
務
を
専
門
と
さ
れ
る
に
相
応
し
い

配
置
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
機
械
科
卒
業
生
と
し
て

コ
ライピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
設
計
業
務
の
設
備
に
関
心
が

集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
応
接
室
Ｌ
戻
り
、

平
野
副

社
長
か
ら
会
社
概
要
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

同
社
は
、

昭
和
二
人
年
に
設
計
事
務
所
と
し
て

創
業
さ
れ
、

構
造
設
計
を
主
体
と
し
て
受
託
業
務

を
開
始
し
、

昭
和
四
人
年
に
は

「建
築
・土
木
」
に

加
え
て
「機
械
」
「プ
ラ
ン
正

「電
気
・電
子
」
部
門

の
エ
ネ
Ｙ
ア
リ
ン
グ
に
進
出
し
ま
し
た
。

昭
和
五
四

年
に
は
、

茨
城
県
日
立
市
に
「日
立
支
店
」
を
開
設

し
て
、

原
子
カ
プ
ラ
ン
ト
の
エ
ネ
ｒ
一ア
リ
ン
グ
業
務
を

強
化
し
、

同
年
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部
門
を
新
設
し
、

運
用
管
理
業
務
に
も
進
出
し
ま
し
た
。

昭
和
五
人

年
に
は
メ
カ
ト
ロ
一ク
ス
分
野
に
進
出
し
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
利

用
技
術
の
研
究
開
発
を
強
化
。

昭
和
六

一
年
に
シ

ス
ア
ム
開
発
業
務
に
進
出
し
、

ソ
フ
ト
開
発
及
び
Ｃ
Ａ

Ｄ
利
用
技
術
開
発
を
強
化
。

同
年
特
定
労
働
者
派

遣
業
登
録
、

技
術
者
の
プ
ロ
ン
芳
不
派
遣
事
業
を
開

始
し
て
お
父

現
在
も
業
務
拡
大
に
通
進
中
で
あ
る

と
の
ご
説
明
で
し
た
。

営
業
の
範
囲
は
東
北
か
ら
九

州
ま
で
日
本
全
国
十
二
個
所
の
本
支
店
網
で
千
二

百
名
の
社
員
が
活
躍
さ
れ
て
お
父

そ
の
内
二
十

一

名
が
東
海
大
学
の
卒
業
生
と
の
″」と
で
互

日
設
エ
ネ
Ｙ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
は
、

人
を
重
ん

じ
る
ア」と
を
基
本
と
さ
れ
、

人
間
性
が
エ
ス
Ｙ
ア
リ

ン
グ
を
変
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
え

説
明
に
使
用
さ
れ

た
会
社
案
内
か
ら
引
用
し
ま
す
と
…
…
…

「ひ
と
つ

の
プ
ロ
ン
ェ
ろ
ネ
設
計
の
要
と
な
る
キ
ー
マ
ン
は
、

お
客

様
自
身
で
す
”
そ
し
て
、

日
設
エ
ス
と
ア
リ
ン
グ
は
お

客
様
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
支
え
る
サ
ボ
ー
タ
ー
で

工え

つ
ま
生

お
客
様
が
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
優
れ

た
仕
事
を
こ
な
し
、

実
力
を
十
三
分
に
発
揮
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、

私
た
ち
は
設
計
を
取
り
巻
く
多
種

多
彩
な
業
務
を
手
掛
け
る
技
術
者
集
団
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

″」う
し
た
こ
と
か
ら
、

私
た
ち

は

「技
術
者
で
あ
る
前
に
、

人
間
で
あ
れ
」
を
大
切

な
心
構
え
と
し
て
い
ま
え

た
と
え
ば
、

机
上
の
設
計

に
の
み
と
ら
わ
れ
て
現
場
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

本
当

の
技
術
者
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

い
つ
の
時
代
で
も
、

理

論
に
頼
る
だ
け
で
な
く
現
場
で
の
基
礎
が
で
き
て
い
な

け
れ
ば
、

技
術
者
と
し
て
の
感
性
は
磨
か
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、

お
客
様
に
真
に
必
要
な
人
材
と
な
る
た
め

の
姿
勢
を
持
？
」と
が
、

す
べ
て
の
基
本
と
考
え
て
い

ま
曳

つ
ま
吹

ハ４
ア
ク
ロヽ
ン
ー
を
最
大
限
に
駆
使

し
な
が
ら
、

知
性
や
感
性
な
ど
人
間
性
を
も
融
合
さ

せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

日
設
エ
ス
と
一ア
リ
ス
ス
ケ提
唱

す
る

「複
合
エ
ヱ
と
ア
リ
ラング
」
な
の
で
瓦

今
後
も

産
業
界
の
基
点
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
技
術
者
集
団
と
し
て
、

社
会
に
貢
献

し
続
け
て
い
き
ま
す
Ｌ

と
記
載
さ
れ
て
お
生

社
員

教
育
に
も
力
を
注
い
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
）

会
談
は
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
時
間
を
超
え
、

十
一

時
間
半
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

終
了

後
、

就
業
時
間
も
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、

平
野
副
社

長
の

」厚
意
に
よ
り
会
社
近
く
で
懇
談
い
た
し
ま
し

た
。
一て
し
て
、

私
達
卒
業
生
に
と
っ
て
躍
進
す
る
諸
先

輩
が
い
る
″」と
に
感
激
を
覚
え
、

こ
れ
か
ら
卒
業
す

る
方
々
に
は
、

大
変
勉
強
に
な
る
会
社
で
あ
る
と
思

う

一
日
で
し
た
。

最
後
に
今
回
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
日
設
エ
イ
ン

一ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
平
野
副
社
長
を
始
め
関
係

者
の
方
々
そ
し
て
諮
先
輩
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
え

（記
　
機
友
会
理
事
　
石
井
克
昌
）

日設エンジエアリング株式難
総合設計ヨンサルタント

東京本社/〒 160-0023 東京都新宿区西新宿1-24-1 エステツク情報ビル22階

TEL口03口3346口7733く4代表)FAX.03口3346口7736
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里
谷
、

原
田
が
金
基
γ
〃

同
窓
会
員
の
応
援
に
感
謝

今
世
紀
最
後
の
冬
の
祭
典
、

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長

野
大
会
が
二
月
七
日
か
ら
十
五
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

連
日
の
熱
戦
じ
ア
レ
ビ
の
前
に
釘
づ
け

に
な
ら
れ
た
方
も
多
い
こ
と
で
し
ま
え

学
目
か
ら
も

学
生
、

教
員
、

卒
業
生
ら
人
名
の
選
手
が
出
場
、

金

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
の
大
活
躍
に
、

感
動
を
深
め

ら
れ
た
の
で
は
な
リ
ド
レょ
う
４

選
手
以
外
に
も
、

北

海
道
東
海
大
学
北
方
生
活
研
究
所
の
上
杉
ヂ
宏
講

師
が
ス
キ
ー
ク
と
巧
「ッ
ク
複
合
の
監
督
と
し
て
、

ま
た

阿
部
雅
司
さ
ん

（第
四
高
校
八
十
三
年
卒
）
が
同
競

技
の
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
。

そ
の
ほ
か
に
も
事
務
局
や

医
療
関
係
、

ざ
フ
を
巧
ナ
な
ど
で
多
く
の
学
園
関
係

者
が
大
会
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

北
海
道
東
海
大
学
の
里
谷
多
英
選
手

（国
際
文

化
学
科
三
年
）
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
・女

子
モ
ー
グ

ル
で
の
金
メ
ダ
ル
に
は
一
日
本
中
が
驚
き
、

熱
狂
し
ま
し

た
。原

田
雅
彦
選
手
（第
四
高
校
八
十
六
年
卒
・雪
印
）

Ｑ
シ
ャ
ランプ
を
息
を
呑
ん
で
見
守
っ
た
方
も
多
い
こ
と
で

し
ま
え

原
田
選
手
は
見
事
ど
フ
エ
ン
ヒ
を

ンヽ
ャ
ン
プ
で

長
野
五
輪
至
竿
業
生

生
ら
が
大
活
躍
！

里谷多英選手

銅
メ
ダ
ル
を
、

一て
し
て
団
体
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し

ま
し
た
。

ま
た
、

ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
・ジ
ャ
ン
プ
に
は
原
回
、

船

木
選
手
ら
と
と
も
に
葛
西
紀
明
選
手

（第
四
高
校
九

十
年
卒
・地
崎
工
業
）
が
出
場
、

七
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。男

子
モ
ー
グ
ル
に
は
北
海
道
東
海
大
学
三
年
の
附

田
雄
剛
選
手

（国
際
文
化
学
科
）
が
出
場
。

活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
し
た
が
予
選
十
人
位
習

さ
か
の
敗
退
。

力
を
出
し
切
れ
ず
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
か
ら
た
だ

一
人
の
選
手
と
し
て
リ
ュ
ェ
ン
ュ
男
子

一
人
乗
り
に
出
場
し
た
牛
島
茂
昭
選
手

（第
四
高
校

九
十
五
年
卒
・仙
台
大
）
は
、

最
終
成
績
十
六
位
で

同
種
目
の
日
本
選
手
最
高
位
を
マ
ー
名

ま
た
ス
ヒ
ー

ド
ネ
年
‐卜
の
女
子

一
五
〇
〇
行
に
出
場
し
た
外
ノ
池

亜
希
選
手

（第
二
高
校
九
十
六
年
卒
・ア
ル
ピ
こ

は
、

地
元
長
野
の
声
援
を
受
吹

十
六
位
に
入
り
ま
し
た
。

東
海
大
学
の
卒
業
生
と
し
て
唯

一
出
場
を
は
た
し

た
大
石
縛
暁
選
手

（東
海
大
学
体
育
学
部
九
十

一

年
卒
・グ
ロ
ー
バ
リ
こ

と
、

井
上
将
憲
選
手

（付
属
浦

安
高
校
九
十
年
卒
・同

校
講
師
）
ら
の
日
本
ボ
ブ
ス
レ

ー
チ
ー
ム
は
四
人
乗
り
で
大
石
選
手
、

井
上
選
手
ら

の
日
本
Ａ
が
十
六
位
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
に
、

感
謝
い
た
し

ま
え一

九
九
七
年
度
の
東
海
大
学
同
窓
会
定
期
総
会

が
湘
高
校
舎
建
学
祭
期
間
中
の
十

一
月
二
日
、

同

校
舎
八
号
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
全
国

各
地
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の
同
窓
生
が
集
ま
生

海
外
か
ら
も
夕
「
支
部
の
ダ
オ
イ
チ
ュ
ン
フ
チ
ャ
タ
支
部

長

（工
五
十
九
電
力
）
夫
妻
、

台
湾
支
部
の
慮
顕
仁

支
部
長

（工
六
十
六
建
築
）
夫
妻
ら
が
出
席
し
、

盛

大
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
挨
拶
で
楼
井
次
郎
会
長
は
、

間
近
に
せ
ま

る
同
窓
会
二
十
万
人
体
制
に
向
け
て
の
決
意
を
語

り
、

健
全
な
会
運
営
の
た
め
の
資
金
活
用
の
方
向
制

九
十
七
年
度
同
窓
会
総
会

建
学
際
中
の
湘
南
で

を
説
明
す
る
と
同
時
に
、

「支
部
活
動
の
活
性
化
の

た
め
に
は
具
体
的
な
計
画
が
必
要
だ
」
と
強
調
。

先

の
代
議
員
会
で
決
定
さ
れ
た
改
革
案
を
報
告
し
ま
し

た
。特

に
重
要
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
改
革
案
は
、

支

部
活
動
を
支
援
す
る

「支
部
還
付
金
」
を

「支
部
活

動
助
成
金
」
と
名
称
を
改
め
、

今
後
は
そ
の
活
動
実

績
に
応
じ
て
助
成
金
額
を
決
め
る
と
い
つ
も
の
。

限
ら

れ
た
同
窓
会
費
を
平
等
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
と

い
う
主
旨
で
、

総
会
で
満
場

一
致
で
承
認
と
な
り
ま

し
た
。

当
日
は
松
前
達
郎
総
長
、

松
前
紀
男
学
長
ら
多

く
の
教
職
員
も
来
賓
と
し
て
出
席
、

同
窓
生
ら
は
恩

師
と
の
再
会
に
会
話
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

松
前
総
長

は
「同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
社
会
的
活
動
が

大
学
に
と

っ
て
大
き
な
キ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。

今
後
は
大
学
と
同

窓
生
が
具
体
的
な
問
題
を
通
じ
て
連
携
で
き
る
よ
う

な
場
を
も
う
け
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
松
前
学
長
は
大
学
の
現
況
を
報
告
し
、

Ｔ
一十

一
世
紀
に
価
値
あ
る
大
学
と
し
て
教
育
の
み
な
ら
ず

研
究
面
で
も
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
語

吹

そ
の
一
歩
と
し
て
「東
海
大
学
環
境
憲
章
」
の
制

定
を
発
表
、

ア
一も
に
地
球
環
境
保
護
に
立
ち
上
が
ろ

≡ユ

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

な
お
当
日
、

同
窓
会
か
ら
松
前
重
義
記
念
基
金
に

対
し
て
百
万
円
の
寄
付
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
窓
生

た
ち
は
キ
ャ
ラ未
ス
の
発
展
に
驚
き
を
示
し
つ
つ
も
、

久

し
ぶ
り
の
母
校
を
楽
し
ん
だ
様
子
。

建
学
祭
の
華
や

か
な
雰
囲
気
と
と
も
に
、

さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

モ

到

判

東
海
大
学
同
窓
会
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
・カ
ー
ド
機
能

（Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、

マ
ス
タ
ー
と
提
携
）
を
持
つ
「東
海
カ
ー

正

を
発
行
し
、

同
窓
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
え

提
携
す
る
宿
泊
施
設
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
ご
利
用
や
シヽ
ョ
支
ヒ
ン
グ
の
際
に
独
自
の
特
典
・優

待

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
い
つ
も
の
で
す
”

同
窓
会
事
務
局
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、

ぜ
ひ
「東
海
カ
ー

正

に
ご
加
入
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
“
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ミ

家
族

会
員
カ
ー
ド
の
発
行
も
可
能
で
す
の
で
、

同
窓
会
事

務
局
■
〇
三
―
三
四
人
五
―
五
九
四
〇
∩
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
喰

入
会
申
込
書
を
折
り
返
し
送
付

い
た
し
ま
丸

◎
九
五
年
度
版
会
員
名
簿
の
ご
案
内

現
在
、

同
窓
会
名
簿
の
九
五
年
度
版
が
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
デ
」の
会
員
名
簿
は
、

総
ぺ
ょ
ン
数
二
一千
三

百
四
十
七
ペ
ー
ジ
で
、

約
十
七
万
人
ａ
ア
ー
タ
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
曳

五
十
音
順
の
会
員
名
簿
に
加
え
、

年

次
別
総
覧
、

日
本
語
研
修
課
程
修
了
者
、

さ
ら
に
は

東
海
大
学
の
沿
革
・現

況
を
紹
介
す
る
を
フ
ー
・グ
ラ
ビ

ア
の
ぺ
よ
ン
も
あ
り
ま
互

領
布
価
格
は

一
万
三
千
円

で
す
名
購
入
ご
希
望
の
方
は
同
窓
会
事
務
局
会
」連

絡
下
さ
喰

な
お
、

名
簿
の
乱
用
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
セ
ー
ル
ス

等
の
苦
情
が
多
く
の
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
生

事

務
局
で
も
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

名
簿
の
管

理
や
利
用
の
際
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。

名

簿
は
会
活
動
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
曳

発
行
頃

」理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

今
後
は
、

掲
載
す
る
個
人
情
報
の
内
容
に
つ
い
て
会
員
各
自
に

ア
ン
ケ
「
卜
を
取
生

一
部
を
削
除
す
る
な
ど
配
慮
す

る
方
向
で
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
互

同窓会定期総会

●
・

●
●  Kd耐 o Dens柿
● .● 。

複雑形状の

音F品整列 に がHクアイロダー
自動化設備の トータルプランナー

関東電子株式会社
艦ス軸∝骨吊得掃:骨「ハ孵

8朋
津瑞千淵諏湖

〒108-0072

東京都港区白金 ]フ 20

TEL103-3444-2481(イ t)
FAX!03-3444-2Z182

代表取締役 大 矢 院 (1978年 度動力機械卒)
忠好(昭問年判
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『遠
い
遠
い
空
の
色
だ
な
あ
』

と
倉
田
百
三
は

「出
家
と
そ
の
弟
子
」

の
中
で
言

っ
て
い
る
。

高
校
生
だ
っ
た
私
は
、

そ
の
言
葉
に

胸
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
を
禁
じ
え

な
か
っ
た
。

六
十
七
年
の
歳
月
が
流
れ
、

い
ま
学

園
を
去
ら
ん
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

故

松
前
重
義
先
生
の

『若
き
日
に
汝
の
思
想
を
培
え
、
…
…

若
き
日
に
汝
の
希
望
を
星
に
つ
な
げ
』

の
言
葉
を
か
み
し
め
て
い
る
。

げ
に
、

『若
き
日
に
』
で
あ
る
。

遠
慮
な
き
酔
生
の
過
去
に
、

私
は
た
だ

涙
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

深
淵
を
前
に
、

た
だ
戦
く
ば
か
り
で

あ
る
。

（元
工
学
部
動
力
機
械
工
学
科
お
よ
び

第
二
工
学
部
機
械
工
学
科
主
任
教
授
）

平
成
二
年
四
月
よ
り
動
力
機
械
工
学

科
の
技
術
職
員
と
し
て
奉
職
し
、

主
と
し

て
設
計
製
図
と
就
職
業
務
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
き
大
過
な
く
勤
務
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
管
々
様
の
温
か
な

ご
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

え
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

楽
し
さ
が
連
続

す
る
毎
日
で
し
た
。

春
の
新
人
研
修
会
、

夏
の
教
職
員
研
修
会
、

目
遊
会
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
そ
し
て
、

そ
の
練
習
と
反
省

本
ム
、

生
産
機
械
工
学
科
と
の
合
同
卒
研

発
表
会
や
忘
年
会
ま
た
春
風
会
行
事
や

納
会
。

入
学
式
に
卒
業
式
、

建
学
祭
や

新
年
式
で
建
学
の
歌
や
校
歌
を
唄
う
の

も
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。

親
交
会
行
事

も
毎
年
参
加
さ
せ
て
項
き
海
外
を
含
む

数
多
く
の
旅
行
に
行
き
、

多
く
の
住
人
と

お
知
合
い
に
な
り
四
端
子
同
好
会
、

囲
碁

将
棋
同
好
会
の
方
々
も
ふ
く
め
、

そ
の
後

の
業
務
運
営
上
、

並
々
な
ら
ぬ
ご
便
宜
を

計
ら
っ
て
頂
き
毎
日
楽
し
く
仕
事
が
出
来

ま
し
た
。

小
生
は
企
業
出
身
で
大
学
業
務
の
こ

と
を
何
も
知
ら
ず
に
就
職
し
ま
し
た
が
先

輩
な
ら
び
に
諸
先
生
方
の
的
確
な
ご
指

示
、

ご
指
導
に
よ
り
何
と
か
恥
を
か
か
ず

に
仕
事
を
こ
な
し
更
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
勉

強
を
さ
せ
て
項
き
ど
う
に
か
一
太
郎
と
ロ

ー
タ
ス
を
業
務
の
内
に
取
り
込
み
楽
し
く

楽
に
仕
事
が
で
き
る
様
に
成
り
ま
し
た
こ

と
を
重
ね
重
ね
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
た
ず
さ
わ
っ
て
来
た
業
務
の
な

か
で
感
じ
た
こ
と
は
、

技
術
革
新
の
ア
ン

ポ
は
総
て
の
面
で
早
く
、

老
人
の
知
識
は

日
々
陳
腐
化
し
て
お
吹

新
し
い
知
識
を

常
に
注
入
す
る
気
構
え
や
勉
強
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
云
う
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

最
後
に
、

今
後
同
じ
様
な
業
務
に
就

か
れ
る
方
式

就
職
さ
れ
る
学
生
諸
君
に

贈
る
言
葉
と
し
て

一
言
。

そ
れ
は

「物
事

の
本
質
を
見
失
う
な
」
で
あ
り
ま
す
。

仕

事
で
も
勉
強
で
も
物
事
の
考
え
方
で
も
同

様
で
、

具
体
的
目
標
を
達
成
し
結
果
を

出
す
た
め
の
方
法
は

一
つ
と
は
限
ら
ず

種
々
の
方
法
、

ル
ー
ト
、

考
え
方
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
途
中
で
複
雑
な
問
題
点
が
沢

山
葛

と
「猟
師
山
に
入
り
て
山
を
見
ど

の
状
態
に
な
る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。

こ

の
様
な
と
き
物
事
の
本
質
を
見
つ
め
直

し
、

こ
れ
は
何
の
為
に
や
っ
て
い
る
の
な

目

的
は
何
な
の
か
な
ど
、

い
た
ず
ら
に
枝
葉

末
葉
に
拘
っ
て
い
る
自
己
の
考
え
や
行
動

を
冷
静
に
自
己
修
正
す
る
機
能
を
持
つ

べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

汝
の
希
望
を
星

に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

必
要
な
言
葉
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
ス
ト
レ
ス

を
持
た
ず
健
康
第

一
で
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
職
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

長
い
問
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

この度、平成
一〇年二月二
一日
韻

脚狩褪鋼”“弾年離抑践”般ド賄
鶉

瑚貯知旋い識性妨峠珊糠抑雌嫌咋
薙

がとうございました。　　　　　　襲

境卸碑郵脚碇ゴＱ厳納螺雀掬焼翠
ビ

す
。
し
か
し
そ
の
反
面
つ
ら
い
事
も
少

繊

な黙飽削樺癖”で邦
たただ
りにも甘
譲

滋煎れ濃ル腰いヤ瑚わ
つも締剥Ｆ須
鶉

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
方
や
職

襲

媛的窃効わ詢怖「ｋなんとか切り
簾

上琳離誨嚇勅‐こ藤瀬様碗オ弗ド靴噂
薙

卜
の
面
で
も
相
談
に
の
っ
て
頂
い
た

燦

抑
一

秘
”
傾
蝙
義
輔
静
】
犯
晦
ろ っ
焼
卿

鶉

け
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
醸

い拷帷ば頼離畔翻収御珊販維赫搬
鶴

りれ軍齢脚隈謂ぱなりました。　　ベ
メカトロニクス研究開発

授石掃株式会社

資本金 5,000万円
③放電加工機及び周辺機器、電極     取 締役社長常益彦(昭和■年度機械科卒)
○メカトロ専用機、電子機器、精密金型 治工具   (ィ_スタングループ従業員総数ム000名)

本社 〒242-0024神奈川県大和市福田6-9-21 営業所神剰ぃ玉、大阪、山形、

内外国の特許・実用新案・意匠・商標・サービスマーク・鑑定等

堀特許事務所
士岩堀邦男ぃq飾眸、9竹通信鞠

山
一
日
鯉

〒1 0 7 ‐0 0 5 2
東京都港区赤llP4‐3‐l共同ビル赤坂613号
地下鉄赤坂見附駅赤坂駅下草3分

電話東京03‐3587‐1625TEL.0462-69-9911(1は3)
長野、茨城

工 場 1神奈1 山形
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FINEEl 轄 曙ま量
・製造販売

②
教育用・病院用機材の

コンサルタント

フアインツール株式会社 東海教育産業株式会社
〒2]]-0954神 奈川県川崎市幸区小倉]650

TEL  044-588-0122(代 )

FAX 044-588-0136

代表取締役 谷 越 安 男
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入
学
し
て
か
ら
早
く
も
四
年
間
が
経

ち
、

卒
業
ま
で
残
り
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。

入
学
当
初
は
、

広
い
キ
ャ

ン
パ
ス
に
多
く
の
学
生
が
通
い
、

す
し

詰
め
の
教
室

で
講
義
を
う
け
る
と

い

う
、

混
乱
し
た
状
況
に
あ
り
、

こ
の
間

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

私
に
と

っ
て
の
大
学
生
活
四
年
間

を
、

振
り
返

っ
て
み
る
と
、

ク
ラ
ブ
活

動

の
こ
と
が

一
番
に
浮
か
ん
で
き
ま

す
。

大
学

へ
通
学
す
る
理
由
と
し
て
は

普
通
、

講
義
を
う
け
る
た
め
で
す
が
、

私
の
場
合
ク
ラ
ブ
活
動
の
た
め
に
通
学

し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、

若
干
学
業
を
お

ろ
そ
か
に
し
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、

今

思
え
ば
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、

先
輩
、

後

輩
ま
た
仲
間
同
志
と
の
、

縦
横
の
つ
な

が
り
や
、

個
性
豊
か
な
人
々
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
、

大
き
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。

卒
業
間
際
に
な

っ
て
気
づ
く
の
も
遅

い
で
す
が
、

大
学
に
は
多
く
の
可
能
性

が
詰
ま

っ
た
宝
の
山
の
よ
う
な
も
の
で

も
あ
り
、

見
方
に
よ

っ
て
は
ゴ
ミ
の
山

に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

自

に
し
て
色
々
な
事
を
学
び

自
分
の
中
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、

少
し
づ
２
剛
に
進
め
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
」う
と
思
っ
て
い
る
。

大
学
と
い
つ
恵
ま
れ
た
環
境
で
四
年
間
、

多
く
の
先
生
方
の
講
義
を
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
、

楽
し
く
も
ま
た
難
し
い
講
義
の
中
か

ら
、

自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
を
得
ら
れ

た
こ
と
、

そ
の
中
で
も
新
し
い
も
の
を
発
想

す
る
楽
し
さ
、

難
し
さ
を
多
く
学
ん
だ
よ
う

に
思
≡■

人
そ
れ
ぞ
れ
得
た
も
の
は
違
う
と

思
い
ま
す
が
得
る
も
の
が
あ
っ
た
だ
け
で
大
学

に
来
た
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

そ
れ

な
り
の
充
実
感
に
現
在
は
あ
ふ
れ
て
い
る
。

一
年
生
の
時
に
比
べ
て
四
年
生
の
今
で
は

一
日
の
時
間
が
と
て
も
短
く
思
わ
れ
る

日
々
を
送
っ
て
お
吹

そ
れ
だ
け
大
学
生
活

を
楽
し
み
な
が
ら
、

新
た
な
発
見
を
探
し
て

い
る
毎
日
で
、

卒
業
の
日
が
近
づ
く
に
つ
れ

て
、

さ
ら
に
一
日
の
時
間
が
短
く
感
じ
始
め

る
こ
と
だ
ろ
】ス

そ
し
て
、

焦
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
、

楽
し
み
な

が
ら
、

ゆ
っ
く
り
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
フ」の

様
に
低
学
年
か
ら
高
学
年
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
た
こ
と
が
自
分

が
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
学
生
活
を
楽
し
く
過
ご

さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
な
が
ら
、

今

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

残
り
少
な
い
大
学

生
活
を

一
日

一
日
大
切
に
無
駄
が
な
い
よ

う
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

最

後
に
、

ア」の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

お
世

話
に
な
り
ま
し
た
先
生
・職
員
の
方
々
な
ら

び
に
多
く
の
友
人
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

え
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私
は
、

機
友
会
会
長
就
任
当
時
、

機

友
会
活
動
の

一
環
と
し
て
、

他
同
窓
会

と
の
連
携
を
図
る
べ
き
と
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、

他
同
窓
会
の
夫
々
の
事
情
も

あ
り
、

思

っ
て
い
た
程
　
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
…
…

（ま
す
は
、

触
れ
含
い
か
ら
）

機
械
系
同
窓
会
は
工
学
部
動
力
機
械

工
学
科
お
よ
び
第
二
工
学
部
機
械
工
学

科

・
工
学
部
生
産
機
械
学
科

・
工
学
部

精
密
機
械
学
科
の
三
同
窓
会
が
あ
り
ま

す
の
で
、

ま
ず
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
長

三
名
で
お
会

い
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。

代
々
木
の
居
酒
屋
で
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
、

雑
談
を
含
め
同
窓
会
活

動
の
課
題
と
、

活
性
化
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
所
、

何
と
午
後
六
時
よ
り

四
時
間
近
く
も
歓
談
し
、

初
対
面
な
が

ら
、

時
が
立

つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。

（課
題

へ
の
チ
ヤ
レ
ン
ジ
）

一
、

同
窓
会
活
動
の
基
本
は
、

会
報
発

行
の
継
続
に
加
え
、

内
容
の
充
実
で

あ
り
、

今
後
こ
れ
ら
等
を
推
進
発
展

さ
せ
る
為
、

お
互
い
努
力
し
、

協
力

す
る
こ
と
で
、

意
見
が

一
致
い
た
し

ま
し
た
。

二
、

個
人
の
活
動
を
中
心
と
し
た
、

名

簿
作
成
も
お
も
し
ろ
い
テ
ー
マ
ー
で

あ
り
、

今
後
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
た

い

等
々
で
あ

っ
た
。

（機
友
会
会
長
　
伊
藤
和
義
）

機
友
会
賞
は
、

学
業
に
よ
く
励
み
、

ま

た
ク
フ
ス
の
団
結
に
寄
与
し
た
学
生
、

あ

る
い
は
特
別
な
努
力
や
学
科
の
た
め
に
非

常
に
貢
献
し
た
学
生
に
授
与
さ
れ
る
賞
で

十
フ。
今
年
度
は
卒
業
式
当
日
に
次
の
学
生

（敬
称
略
）
に
授
与
さ
れ
ま
す
角
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
長
賞

（四
名
）

４
０
Ｍ
Ｄ
ｌ
ｌ
０
９
　
小
川
　
　
良

４
０
Ｍ
Ｄ
２
２
３
５
　
山
際
　
秀
和

４
０
Ｍ
Ｄ
３
２
１
３
　
小
池
　
雅
裕

４
０
Ｎ
Ｍ
ｌ
ｌ
２
１
　
原
　
　
　
淳

機
友
会
賞

（十
二
名
）

４
０
Ｍ
Ｄ
ｌ
ｌ
０
１
　
大
沼
　
　
敦

４
０
Ｍ
Ｄ
ｌ
２
０
１
　
圭目
池
　
宏
之

４
０
Ｍ
Ｄ
ｌ
２
２
１
　
一尚
橋
　
　
賢

４
０
Ｍ
Ｄ
２
１
１
７
　
佐
藤
　
宏
明

４
０
Ｍ
Ｄ
２
２
０
１
　
土目
柳
　
健

一

４
０
Ｍ
Ｄ
２
２
２
８
　
束
　
　
正
高

４
０
Ｍ
Ｄ
３
２
０
１
　
浅
井
　
　
尚

４
０
Ｍ
Ｄ
３
２
０
７
　
大
曽
根
　
道

４
０
Ｍ
Ｄ
３
２
０
８
　
小
川
　
健
彦

４
０
Ｎ
Ｍ
ｌ
ｌ
３
１
　
渡
退
　
恭
治

４
０
Ｎ
Ｍ
ｌ
２
０
５
　
海
老
原
輝
行

４
０
Ｎ
Ｍ
ｌ
２
３
０
　
脇
田
　
　
豊

平
成
九
年
度
卒
業
生
の
中
か
ら
次
の

方
々
が
機
友
会
の
理
事
及
び
評
議
員
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

機
友
会
理
事

（四
名
）

高
橋
　
賢
、主月

柳
健

一
、

大
曽
根

道
、

飯
田
堅
碁

機
友
会
評
議
員

（四
名
）

大
沼
　
敦
、

東
　
正
高
、

浅
井
　
尚
、

渡
違
　
恭
治

猪
詔

鶴

雛
毅
勢

後

繊
経

舞

勢

歓

焼
鶴

髪

努

密

盤

舞

舞
毅

勢

勢

勢

纂

額

鮭

鶴

髪

毅

翡

務

蒻

慾

議

霧

餡

褻

畿

璃

像

豫

珍

珍

縁

珍

忽

珍

珍

惨

縁

珍

珍

珍

縁

縁

珍

珍

珍

珍

鰺

像

稼

忽

参

像

珍

疹

珍

珍

収入の部     (単 位 円 ) 支出の部     (単 位 円 )

前年度繰越金   4,546,735

平成8年度生会費納入金1,940,000

既卒者会費納入金 1,160,000

賛助会員会費納入金 230,000

会報掲載広告料  1,530,000

懇親会費および御祝儀 195,000

既卒者カンパ    265,000

名簿売上      112,500

預金利息       1,460

事務諸経費     339,950

会報発行経費   2,836,030

名簿発行経費    363,281

卒業生勧誘事業経費 493,333

理事会諸経費     92,501

懇親会諸経費    764,910

賛助会員勧誘事業経費 371,789

雑費         119,384

イヽ 言+     5,381,178

次年度繰越金   4,599,517

合 計       9,980,695 合 計       9,980,695

堅
EEARA 最 上の技術とサービスで広 く社会に貢献する

荏原サービス株式会社
〒144-8677 東 京都大日区羽日旭町13-3

TEL ① 3-3743-7386(人 事課直通) E― rlnailJob③esv.co打p




